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品川区教育委員会会議記録 

 

平成２０年 第１１回 定例会 

 

場 所     教育委員室 

期 日     平成２０年９月９日 

開 会     午後２時００分 

閉 会     午後３時２３分 

 

出席委員 

委  員  長  徳岡 壽夫 
委員長職務代理者  安尾 久子  
委     員  細川 珠生  
委     員  市川 信之助 
教  育  長  若月 秀夫  

欠席委員  

 

出席職員 

教 育 次 長  市川 一夫 
庶 務 課 長  田村 信二 
学 務 課 長  富田 祥子 
指 導 課 長  河野 美和 
小中一貫教育担当課長  和氣 正典 
生涯学習課長  堀越 明 
品川図書館長  小川 陽子 
品川区スポーツ協会事務局次長  安藤 正純 
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議事運営および 
委員長、教育長報
告事項等 

・署名委員に細川委員、市川委員を指名 

 

件名 

日程第１ 協議事項 
 
平成２１年度学校希望選択について 

担当課説明等 
 
（学務課長） 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 

 
（委員Ｃ） 
・ 受入枠の算定はどのように行っているか。 
 
（委員Ａ） 
・ 昨年度の学校希望選択実施状況を教えて欲しい。 
 
（委員Ｅ） 
・ 受入枠を設定するにあたっては、学校からの希望で決定しているのか。も
しくは、教育委員会事務局が就学予定者数のデータ等のみを基に決定してい
るのか。 

・ 毎年学校希望選択の抽選を行ってきている中で、保護者等からこれまでに
あった意見をふまえて注意していることはあるか。 
 
（委員Ｂ） 
・ 大井第一小学校の受入枠を４学級設定にしているが、特色ある教育活動を
行うには３学級が望ましいのではないか。 
 

事務局説明 

（学務課長） 
・ 就学予定者数、近年の入学率、施設上の制約、以上３点を基に入学希望者
数が多くなる可能性のある学校について、受入枠の算定を行った。 
また、今回受入枠を設定していない学校でも、入学希望者が集中した場合
には抽選を行うことがある。 

・ 昨年度の学校希望選択実施状況について、受入枠設定校は今年度よりも少
なかった。 
また、昨年度学校希望選択抽選を実施した学校は、小学校では第二日野小
学校（日野学園）、原小学校（伊藤学園）、第二延山小学校の３校であり、中
学校では日野中学校（日野学園）、伊藤中学校（伊藤学園）の２校であった。 

・ 受入枠を設定する際には、該当する学校の希望を聴取する場合もあるが、
就学予定者数等の様々なデータを基に教育委員会事務局で決定している。 
・ 区立学校については、まず該当学校の学区域内に居住している児童を優先
的に受け入れることになっているので、兄弟関係を理由として希望選択学校
に優先的に受け入れることにはならないということを徹底して説明をしてい
る。また、このことについてはホームページ等でも周知を図っている。 
 
（指導課長） 
・ 大井第一小学校の学級数について、大井第一小学校学区域内にいる児童数
が多いため、４学級は最低必要である。これまでには、５学級となった学年
もあるが、少人数指導の教育活動を行うにあたって、スペース確保が困難と
なるため、今年度は受入枠を４学級と設定した。 
 

委員意見要旨 
 
・ 特になし 
 

議事結果 
 
・ 了承 
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件名 

日程第２ 報告事項１ 
 
品川区立学校教育職員の募集について 
 

担当課 
 
（指導課長） 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 

 
（委員Ｄ） 
・ 候補者選考試験問題について、区独自採用教育職員と１年間任用教育職員
とでは内容に違いはあるか。 

・ 区独自採用試験を受験した人が、１年間任用教育職員になることは可能か。 
 
（委員Ｂ） 
・ 現在、候補者選考試験に応募してきている人はどのような人がいるか、把
握していたら教えてほしい。 
 
（委員Ａ） 
・ 区独自採用教員の採用は今後も継続していくものか。 
・ 区独自採用教員を採用していくにあたって、都費教員の定数等との関係で
何か問題は生じないか。 
 

事務局説明 

 
（指導課長） 
・ 候補者選考試験問題の内容については、区独自採用教育職員と１年間任用
教育職員とで違いはない。ただし、応募資格について違いがあり、区独自採
用教育職員にのみ、「勤務実績が過去５年間において通算１年間以上有する
者」という条件を設けている。つまり、実際に教員としての経験を有する方
でないと、区独自採用には応募できないこととなっている。 

・ 区独自採用候補者選考試験の受験者が１年間任用教育職員となることは、
その受験者の試験の点数結果にもよるが、可能である。 
・ 現時点で試験に応募してきている人には、品川区で現在１年間任用教育職
員として勤務している方や私立学校で教員をされている方、また非常勤講師
として働かれている方などである。 

・ 今後数年間は継続して採用をしていく予定であり、財政当局と検討した結
果、３０名までの予算枠は確保する予定である。また、今後数年間の成果を
評価したうえで、その後の区独自採用試験の継続について検討する。 

・ 区独自採用教員を採用することによる都費教員の定数等との関係について、
都費教員の定数には影響しないので問題はないと考えられる。 
 

委員意見要旨 

 
（委員Ｃ） 
・ 選考試験を行うにあたっては、透明性と公平性を念頭に行ってほしい。 
 

議事結果 
 
・ 了承 
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件名 

日程第２ 報告事項２ 
 
９月補正予算について 
 

担当課説明等 

 
（生涯学習課長） 資料に基づき説明 
・ 文化センター維持運営費については、東京都が耐震改修促進計画に基づく
都営住宅の耐震診断を行うにあたって、都営住宅との合築施設であり区分所
有施設である東品川文化センターの耐震診断経費を補正予算として要求した
ものである。 

・ 多世代にわたる区民活動交流施設整備事業について、今回補正予算で教育
費に５００万円を要求しているが、これは基本設計費の一部であり、他に７
００万円を区長部局で補正要求している。つまり補正予算合計額は、１２０
０万円となっている。 

 
（教育次長） 
・ 多世代にわたる区民活動交流施設整備事業とは、旧八潮南小学校跡地に生
涯学習やスポーツ活動の拠点となる施設を、旧八潮南中学校跡地に高齢者福
祉施設を整備することを計画している。また、利用計画については、パブリ
ックコメントを通じ、区民から施設利用について意見を募集することとなっ
ている。 

 

委員質疑要旨 

 
（委員Ｅ） 
・ 東品川文化センターの耐震診断を行うということであるが、耐震診断中で
も施設を利用することは可能か。 

 
（委員Ｄ） 
・ 耐震診断の結果が出てから、東品川文化センターについて耐震工事を実施
するかどうか決まるということか。 
 

事務局説明 

 
（生涯学習課長） 
・ 耐震診断を実施している最中でも東品川文化センターは利用可能である。 
・ 耐震診断の結果によって必要が生じれば、耐震工事計画を立てることとな
る。 
 

委員意見要旨 
 
・ 特になし 
 

議事結果 
 
・ 了承 
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件名 

日程第２ 報告事項３ 
 
秋の図書館フェアについて 

担当課説明等 
 
（品川図書館長） 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 

 
（委員Ｅ） 
・ この秋の図書館フェアの講演会や人形劇を利用して、どのように図書館利
用の啓発や読書のきっかけ作りをしていこうと考えているか。 
 
（委員Ｄ） 
・ 人形劇観覧応募者は、子どもが多いか。 
 

事務局説明 

 
（品川図書館長） 
・ 今回開催される講演会等に来場される方々に、図書館長挨拶の枠を利用し
て図書館利用についてアナウンスをするとともに、人形劇上演時には会場の
一部スペースを利用して本を展示し、本に触れ合う機会を設けることを予定
している。 

・ 人形劇観覧応募者の子供と大人の割合については、ほぼ同じ割合という状
況である。 
 

委員意見要旨 
 
・ 特になし 
 

議事結果 
 
・ 了承 
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件名 

日程第３ その他 
 
平成２０年９月・１０月の行事予定について 

担当課説明等 
 
（庶務課長） 資料に基づき説明 
 

委員質疑要旨 
 
・ 特になし 
 

事務局説明 
 
・ 特になし 
 

委員意見要旨 
 
・ 特になし 
 

議事結果 
 
・ 了承 次回の定例会は休会とし、９月３０日に臨時会を開催する。 
 

 


